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令和８年度全国学力・学習状況調査結果について（お知らせ） 

 

本年度当初に、全国学力・学習状況調査が行われ、小学校６年生は国語、算数の学力調査と、児
童の学習意欲や生活習慣等についての質問による調査が行われました。その結果が文部科学省より
公表されましたので、本校の概要を日進市教育委員会がまとめた市全体のものとともにお知らせい
たします。調査結果を今後の教育活動に生かしていきたいと考えております。 

なお、この調査は学力の特定の一部分を測るものであり、学力のすべてを測るものではないこと
をご理解ください。 

 

１ 日進市全体の概要 

小学校６年生 国語、算数ともに、全国・愛知県の平均正答率より、やや高いという結果でした。 

 

国語 

【優れている点】 

◎「知識及び技能」における「言葉の特徴や使い方に関する事項」  

【課題となる点】 

●「思考力、判断力、表現力等」の「書くこと」における「集めた情報から抜き出して考えが 

伝わるように書くこと」 

単に「調べたことを書き写す」活動にならないように、「自分の考えを伝えるために情報を 

使う」という目的を明確にした学習を推進していきます。 

 

算数 

【優れている点】 

◎「知識及び技能」における「測定」 

【課題となる点】 

●「知識及び技能」の「データの活用」における「二次元の表から、条件に合う数を読み取る 

こと」 

 「条件を読み取り、条件が重なる場所を探す」という考え方を身に付けられるようにし、 

どのように探したかを説明する力を身に付けられるよう指導を進めていきます。 

 

質問紙 

全国・愛知県の傾向と同様に、規則正しい生活を送れている児童が多いという結果でした。 

国語の「解答を文章で書く問題」、算数の「言葉や数、式を使って、わけや求め方などを書く問

題」に、「最後まで解答を書こうとする」と答える割合が、全国・愛知県の平均より、やや高いと

いう結果でした。また、英語の勉強が「得意」と答える割合も、やや高いという結果でした。 


